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当第１四半期会計期間における経済情勢は、米国でサブプライムローン問題に端を発したリーマンブラ
ザーズの破綻に象徴されるような世界的な金融危機が深刻化し、金融不安が世界的に進む中で、先進諸国
の景気後退が顕在化してまいりました。その影響は、好調さを維持していた新興国経済にも飛び火し、景
気の減速感が出てきており、先行きに対する不透明感が広がってまいりました。  
 我が国の経済におきましても、世界的に景気後退が進む中で日本株式市場の大幅下落、急激な円高によ
る輸出企業の企業収益が悪化し、設備投資の調整や個人消費が冷え込んでおります。更には、株式市場の
低迷が企業業績に悪影響を及ぼしており、当社を取り巻く経営環境も非常に厳しい状況が続いておりま
す。  
 このような状況のもと、当社といたしましては、顧客ニーズに応えるため「安全・安心」をテーマに、
より良い製品作りを目指し、生産の効率化や技術力、開発力をもとに、前期に新製品「ペプラカップ」を
上市いたしました。また、製品価格の見直し、原価低減などを行い、収益確保に努力いたしました。 
 その結果、第１四半期までの売上高は2,640百万円（前年同期比3.4％増）、営業利益は76百万円（前年
同期比47.5％増）、経常利益は74百万円（前年同期比42.2％増）、四半期純利益39百万円となりました。 

（資産・負債及び純資産の状況） 
① 流動資産 
当第１四半期会計期間における流動資産の残高は5,111百万円（前事業年度は4,728百万円）となり
383百万円増加いたしました。主な要因は、受取手形及び売掛金の増加によるものであります。 
② 固定資産 
当第１四半期会計期間における固定資産の残高は5,205百万円（前事業年度は5,101百万円）となり
104百万円増加いたしました。主な要因は、投資有価証券の増加によるものであります。 
③ 流動負債 
当第１四半期会計期間における流動負債の残高は4,011百万円（前事業年度は3,501百万円）となり
509百万円増加いたしました。主な要因は、支払手形及び買掛金の増加によるものであります。 
④ 固定負債 
当第１四半期会計期間における固定負債の残高は346百万円（前事業年度は341百万円）となり5百万
円増加いたしました。主な要因は、役員退職慰労引当金の増加によるものであります。 
⑤ 純資産 
 当第１四半期会計期間における純資産の残高は5,959百万円（前事業年度は5,987百万円）となり27百
万円減少いたしました。主な要因は、剰余金の配当によるものであります。 

（キャッシュ・フローの状況） 
当第１四半期会計期間における現金及び現金同等物の残高は1,378百万円となり、前事業年度末に比
べ85百万円の減少となりました。  
各項目におけるキャッシュ・フローの状況は、以下のとおりであります。  
① 営業活動によるキャッシュ・フロー 

当第１四半期会計期間における営業活動による資金の増加は100百万円となりました。主な要因
は、仕入債務の増加による資金の増加591百万円によるものであります。 

② 投資活動によるキャッシュ・フロー 
当第１四半期会計期間における投資活動による資金の減少は133百万円となりました。主な要因
は、有形固定資産の取得による支出102百万円によるものであります。 

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー 
当第１四半期会計期間における財務活動による資金の減少は47百万円となりました。主な要因は、
配当金の支払い47百万円によるものであります。 

【定性的情報・財務諸表等】

1. 経営成績に関する定性的情報

2. 財政状態に関する定性的情報



平成21年９月期の業績予想については、平成20年11月12日付「平成20年９月期決算短信」を発表しまし
た業績予想に変更はございません。  
 なお業績予想は、本資料発表日現在において、入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業
績は、今後さまざまな要因によって予想数値と異なる場合があります。  

当第１四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略して前事業年度末における実
地棚卸高を基礎とした合理的な方法により算定しております。  

定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方
法によっております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等
の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前事業年度において使用した将来の業績予測やタ
ックス・プランニングを利用する方法によっております。 

① 当事業年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表
に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期
財務諸表等規則」に従い四半期財務諸表を作成しております。 

3. 業績予想に関する定性的情報

4. その他
(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用
① 棚卸資産の評価方法

② 固定資産の減価償却費の算定方法

③ 繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

② 「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第９
号）を当第１四半期会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下に
よる簿価切下げの方法）に変更しております。  
 これにより、「当第１四半期累計期間」に係る営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益は
7,213千円減少しております。
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